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L 、。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
助
詞
の
ハ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
結
句
末
の
表
記
は

も
っ
と
も

ω説
は
字
余
り
に
な
り
、
し
か
も
係
助
詞
の
ハ
を
句
末
に
読
み
添

特
に
重
要
な
の
で
あ
る
と
言
え
、
そ
の
こ
と
は
表
記
者
も
十
分
に
心
得
て
い
た

ヤ

マ

ト

ノ

タ

ユ

「
八
間
跡
能
園
者
」

ょ
う
で
あ
り
、

'" l 

¥..../ 

の

と
く
助
詞

は
結
「句
空3末

え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
こ
の
二
点
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
ウ
ツ
セ
ミ

ヨ
ヒ
ト
ハ
は
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
字
余
り
に
な
る
が
、
佐
竹
昭
広
氏

の
説
か
れ
た
字
余
り
の
法
則
、
句
中
の
「
ヤ
行
子
音

ωが
そ
の
上
の
音
節
の
尾

母
音

ω、
同
と
相
接
す
る
時
、
そ
の
字
余
り
は
差
支
へ
な
い
」
〈
第
三
則
の

ωU

と
い
う
条
件
に
あ
て
は
ま
り
、
ま
た
新
た
に
毛
利
正
守
氏
の
加
え
ら
れ
た
法
則

に
お
い
て
は
明
記
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
、

?
与
川
)
と
て
ハ
を
読
み
添
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
ご

と
く
、
一
二
三
三
二
番
歌
の
表
記
の

を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
そ

の
感

な
る
。
従
っ
て
、

ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
ハ
の
訓
は
、
字
余
り
の
問
題

「
句
中
に
、

(
M〉る」

無
声
子
音
に
は
さ
ま
れ
た
狭
母
音
を
含
む
と
き
、

字
余
り
を
み

は
な
い
も
の
の
、
助
詞
ハ
の
読
み
添
え
に
問
題
を
残
す
と
言
え
よ
う
。

(
第
五
則
の

ω)
と
い
う
条
件
に
も
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
両
者
の
い
ず
れ

か
を
適
用
で
き
る
か
ら
、

ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
ハ
の
訓
は
音
数
的
に
は
問
題
は
な

そ
の
点
で
は
例
説
の
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
の
訓
は
、
読
み
添
え
の
問
題

L 、。

ず
る
。
と
こ
ろ
が
結
句
末
の
助
詞
ハ
を
読
み
添
え
な
い
と
す
る
と
、
語
法
的
に

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
助
詞
ハ
の
読
み
添
え
で
あ
る
。
結
句
末
に
助
詞
ハ

を
読
み
添
え
る
の
は
次
の
五
例
で
あ
る
。

ア
ガ
ヨ
ヒ
グ
マ

我
轡
蝿

(
U
・
二
四
八

O
、
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
)

部
本
d
r
・
二
四
八
て
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
)

問
子
等
(
日
・
二
四
八
九
、
人
麻
白
歌
集
略
体
歌
)

公
依
(
日
・
二
四
九
八
、
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
)

ヨ
ト
ア
ゲ
ス
ア

ν
ハ

言
上
為
吾
(
日
・
三
二
五
三
、
人
麻
白
歌
集
非
略
体
歌
〉

無
理
が
生
じ
る
。
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
ハ
の
場
合
、

ヒ
ト
ハ
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
の

表
現
で
、

ヒ
ト
ハ
が
主
題
を
提
示
し
、
呼
格
の
ウ
ツ
セ
ミ
に

ヨ
が
付
い
て

喚
体
句
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
が
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
の
場

合
、
普
通
の
語
順
に
戻
す
と
ヒ
ト
・
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
と
な
る
。
や
は
り
、
こ
の
場

合
主
題
を
明
示
す
る
係
助
詞
ハ
を
省
略
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、

法
と
は
一
言
え
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
と
し
て
体
言
で
止
め
る
形
で
は
な
く
て
、

ヒ
ト

ハ
と
し
て
主
題
を
提
示
す
る
形
の
方
が
語
法
的
に
よ
い
。
そ
う
す
る
と
刷
説
と

右
に
挙
げ
た
よ
う
に
結
句
末
の
助
詞
ハ
の
読
み
添
え
は
、
助
詞
の
省
筆
率
の

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

ω説
も
読
み
添
え
の

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

め
て
高
い
人

(
就
中
、
略
体
歌
)
に

で
あ
る
と
言
え
る
。

に
両
説
と

か
あ
る
。

"""l 

L. 

の

め
ぐ
っ
て

六一



「
空
蝉
与
人
」
の
訓
釈
を
め
ぐ
っ
て

六
二

と
こ
ろ
で
、

ヨ
を
助
詞
と
す
る
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
(
ハ
〉
と
は
ど
の
よ
う
に

四

訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
註
釈
は
「
空
し
い
も
の
だ
、
人
は
」
と
訳

し

「
ウ
ツ
セ
ミ
は
、
現
に
あ
る
物
の
意
か

は
か
な
き
物
の
意
に

で
は
、

「
空
蝉
与
人
」

は
い
か
に
訓
ま
れ
る
べ
き
か
と
い
う
と
、

新
た
に
ウ

な
っ
て
ゐ
る
」

(
旧
版
〉
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ウ
ツ
セ
ミ
の

ツ
セ
ミ
ト
ヒ
ト
ト
と
訓
む
試
案
を
提
出
し
た
い
。
こ
の
場
合
、

「
与
」
の
文
字

語
を
空
し
い
と
か
、

は
か
な
い
と
か
の
意
に

し
て
よ
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。

は
正
訓
字
と
認
め
ら
れ
、
助
詞
ト
と
訓
む
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

タ
カ
ヤ
マ
ト
ウ

S
ト
コ
ソ
パ

頭
に
は
「
高
山
与
海
社
者
」
と
あ
る
。

現
に
こ
の

ウ
ツ
セ
ミ
の
語
源
は
「
現
シ
ォ
、
乙
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
語
義
も
「
①
生
き
て

こ
の
よ
う

に
助
詞
ト
と
し

い
る
人
問
。
こ
の
世
の
人
。
②
人
間
の
生
き
て
い
る
世
。
現
世
。
世
間
」
ハ
『
時

て
の
用
例
が
あ
る
こ
と
は
、

ウ
ツ
セ
さ
ト
ヒ
ト
ト

結
句
を
「
空
蝉
与
人
」
と
す
る
こ
と
を
何
ら
妨
げ

代
別

と
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

は
か
な
い
と
か

る
も
の
で
は
な
い
。
今
の
例
と
同
様
に
、
訓
字
主
体
の

に
お
い
て
一
首
中
に

む
な
し
い
と
い
う
意
味
は
、
ウ
ツ
セ
ミ
の
語
義
に
は
な
く
、
そ
れ
は
「
空
蝉
」

つ
ま
り
「
空
し
い
も
の
だ
」
と
は
直
訳
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

カ通

「
与
」
の
文
字
が
二
回
以
上
表
れ
る
も
の
は
次
の
五
例
で
あ
る
。

トリ
ν
ア

タ

フ

ル

ヲ

ギ

を

の
取
輿
:
:
:
吾
妹
子
与

(
2
・
二
一

O
、
人
麻
日
)

伸
龍
寺
舟
:
:
:
布
久
島
宇
舟

(
1
・
一
、
雄
略
天
皇
〉

カ
〆
ヤ
マ
ト

S
S
ナ
M
V

ヤ
マ
ト

付
高
山
与
耳
梨
山
与

(
1
・
一
四
、
天
智
天
皇
)

ツ
ギ
品
タ
邑
T

J

t

F

マ

ザ

キ

グ

イ

マ

セ

ト

ナ

サ

ヒ

コ

ム

ト

的
継
准
物
与
:
:
:
間
孝
座
与
:
:
:
来
与
〈
3
・
四
四
三
、

大
伴
三

や
「
虚
蝉
」
の
表
記
な
ど
か
ら
連
想
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う

正
訓
字
に
近
い
と
述
べ
た
の
は
こ
の
含
み
と
、
そ
の
表
記
の
あ
る
程
度
の
固
定

(
「
空
蝉
L

は

性
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
借
訓
字
と
し
て
と
ら
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

と
言
っ
て
、
前
掲
の
『
時

典
上
代
編
』
の
①
・
②
の
訳
を
当
て

梓ド)

貰メ
類ル
与・
4予v
がュ

一
七
一
四
、
作
者
未
詳
〉

て
も
意
を
な
さ
な
い
。
即
ち
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
、

ヒ
ト
(
ハ
)
と
す
る
表
現
自
体
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

右
は
、

ω以
外
各
々
同
じ
訓
み
で
あ
る
。

し
か
も
帥
は
問

ョ
、
村
は

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
「
与
」

の
文
字
の
表
記
か
ら
は
問
題
の
な
い
と

者
に
は
読
み
添
え
、
後
者
に
は
語
法
上
の
難
点
が
あ
り
、

し
か
も
両
者
の
表
現

共
同
を
示
す
ト
、
付
は
連
用
修
飾
格
に
た
つ
ト
、
制
は
ヨ
ド
(
ム
〉
の
ヨ
と
い

う
具
合
に
、
用
法
も
各
々
同
じ
で
あ
る
。
ま
た

ωも
、
文
脈
的
に
訓
み
を
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
、
三
三
三
二
番
歌
の
よ
う
に
混
乱
を
生
じ
な
い
。
さ
ら
に
、

イ

ソ

パ

ヒ

ヲ
ル

国

イ

カ

ル

ガ

ト

ヒ

メ

ト

伊
蘇
婆
比
座
与
伊
可
流
我
等
比
米
登
(
日
・
三
二
三
九
、
作
者
不
明
〉

思
わ
れ
た
似
説
の
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
ハ
及
び
附
説
の
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
も
、
前

そ
の
も
の
が
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
両
説
と
も
不
可
と
す
べ
き
で
あ
る
。



な
ど
は
「
伊
静
世

b
郎
h
d」
と
、
「
与
」
の
文
字
を
助
詞
の
ヨ
に
当
て
て
お

イ

カ

ル

ガ

ト

ヒ

メ

ト

り
、
次
の
結
句
で
は
「
伊
可
流
我
等
比
米
登
」
と
し
て
助
調
の
ト
を
音
仮
名
の

在
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
六
句
は
、
人
聞
を
と
り
ま
く
自
然
が
不
変
で

あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
「
高
山
と
海
」
に

L町、

「
登
」
で
表
し
て
い
る
。

こ
の

助
詞
の
ト
に
「
与
」
を
使
つ

代
表
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
六
句
に
続
い
て
、
「
人
は
花
も
の
ぞ
」
と
い
う
。

「
伊
可
流
我
」
、
「
比
米
」
と
も
に
音
仮
名
で
あ
る
た
め
に
、
ま

の
句
の
末
に
「
与
」
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
花
も
の
」
と
は
、

一
時
は
花
の
よ
う
に
美
し
い
が
、
や
が
て
う
つ
ろ
い
ゆ
く

ム-、
h
k

、.、.、

マ
Lφ
ん

L
，刀

ヨ
に
訓
み
誤
ら
れ
る

は
か
な
い
も
の
の
意
で
あ
る
。
こ
の
「
人
は
花
も
の
ぞ
」
の
句
は
、

「
高
山
と

こ
と
を
避
け
た
結
果
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、

き
手
の
訓
み

:
・
:
然
ま
こ
と
な
ら
め
」
ま
で
が
自
然
の
不
変
を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
人

に
対
す
る

る
立
場
か
ら
言
え
ば
、

「
空
蝉
与
人
」
の
「
与
」
の
文

事
の

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
結
句
の
「
空
蝉
と
人
と
」
に
続
く

字
は
ト
と
訓
ん
で
こ
そ
、

の
意
に
か
な
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
で
あ
る
。

-， 

と
」
は
「
高
山
と
:
:
:
然
ま
こ
と
な
ら
め
」
に
、
「
人
と
」

が
、
こ
れ
は
「

た
だ
、
ウ
ツ
セ
ミ
ト
ヒ
ト
ト
と
す
る
試
案
は
、
結
句
末
に
ト
を
読
み
添
え
る

の
「
与
」
に
支
え
ら
れ
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

は
「
人
は
花
も
の
ぞ
」
に
各
々
照
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
一
首
の
ま
と
め
の
句

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ウ
ツ
セ
ミ
は

の
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上

前
述
の
倒
説
の
ウ
ツ
セ
ミ
ヨ
ヒ
ト
ハ
の
ハ
の
読
み
添
え
と

冒
頭
の
「
高
山
与
海
社
者
」
の

た
ウ
ツ
セ
ミ
ト
ヒ
ト
ト
と
す
る

(
印
)

当
て
は
ま
る
。

な
る
。

の
「
人
間
の
生
き
て
い
る
世
。
現
世
。
世
間
」
と
す

に
当
た
る
が
、
三

「
海
ト
」

の
読
み
添
え
と
同
じ
で
あ
る
。
ま

三
コ
一
二
番
歌
の
結
句
に
即
し
て
考
え
る
と
、
人
聞
を
取
り
巻
く
自
然
の
環
境
と

ま
た
直
前
の

句
ヵ:
シ・
ヵ。字
マ余
コり
ト『こ

ナな
ラる
メカ1

ヒ・こ
いれ
ハは
ノ、

ナ
モ
ノ

五
則
が

解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
「

の
表
記
は
ウ
ツ
セ
ミ
が

し
て
あ

る
こ
と
と
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
歌
の
表
記
が

ゾ
と
、

い
ず
れ
も
第
五
則
の
字
余
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
試
案
に
不
都

作
者
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

の
ご

合
は
な
い
。

と
く
、
巻
十
三
は
古
体
の
歌
謡
を
多
く
含
む
。
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二

は
左
注
に
「
右

一一

と
あ
り
、
コ
一
三
一
ニ

0
・
一
三
一
一
一
一
一
一
番
歌
と
一
組
み
を
な
す
と
考
え
ら
れ

次
に
こ
の
訓
に
よ
っ
て
一
首
の
解
釈
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
確
認
し
て
お

る
。
こ
の
一
一

は
い
ず
れ
も
古
体
の

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
理
由

く
。
ま
ず
「
高
山
と
海
と
こ
そ
ば
山
な
が
ら
か
く
も
う
つ
く
し
く
海
な
が
ら
然

は
、
三

が
な
く
、
結
び
の
形
式
も
五
、
七
・
七
・
七
止
め
、
五
・

ま
こ
と
な
ら
め
」
に
よ
っ
て
、

「
高
山
と
海
」
が
そ
の
本
性
と
し

と
存

三
・
七
止
め
、
五
・
七
・
七
・
七
止
め
と
各
々
古
体
と
言
わ
れ
る
形
式
に
な
っ

-， 

の

め
ぐ
っ
て

ムハ=一



「
空
蝉
与
人
」
の
訓
釈
を
め
ぐ
っ
て

六
回

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ゴ
一
三
三

O
番
歌
に
は
同
一
語
句
の

り
返
し
、
ゴ
一

「
虚
蝉
の
世
は
常
な
し
と
知
る
も
の

寒
み
し
の
ひ
っ
る
か
も
」

(
3
・

一
三
三
番
歌
に

(
七
七
)
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
注
意

四
六
五
〉
な
ど
、

「
虚
蝉
」
が
借
訓
字
で
あ
り
な
が
ら
、

一
首
全
体
の
歌
意
を

さ
れ
る
。

拡
充
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。

従
っ
て
、
ゴ
一
三
三
二
番
歌
は
挽
歌
と
し
て
口
請
さ
れ
て
い
た
歌
謡
が
、
文
字

三
三
三
二
番
歌
の
「
空
蝉
」
は
、
直
接
無
常
観
と
は
結
び
付
か
な
い
。
こ
の

化
さ
れ
る
段
階
で

き
手
の
ウ
ツ
セ
ミ
の
語
に
対
す
る
理
解
が
示
さ
れ
て
、

歌
の
結
句
は
、

と
あ
り
続
け
る
ウ
ツ
セ
ミ
と
、
花
の
よ
う
に
は
か
な
い
人

「
空
蝉
」
と

か
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

つ
ま
り
、
こ
の

の
解
釈
に

間
と
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
無
常
さ
を
印
象
付
け
よ
う
と
し

お
い
て
は
「
空
蝉
」
は
む
な
し
さ
や
は
か
な
さ
と
い
っ
た
無
常
観
と
は
直
接
は

た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
空
蝉
」

の
表
記
は
、
当
を
得
た
と
は
言
い
が

結
び
つ
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
高
葉
集
に
お
け
る
ウ
ツ
セ
ミ
の
表
記
を
訓
字

同，、
A
V

、母、

中
れ
し
カ

一

の
眼
目
で
あ
る
無
常
観
を
表
す
た
め
に
は
視
覚
的
効
果
を
も
っ

主
体
の
巻
に
限
定
し
て
見
て
み
る
と
「

'-

(
八
例
)
、

〈
九
例
)
、

と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

国「

会
ハ
例
)
、

ー「

」
(
一
例
)
、

「
打
背
見
」
ハ
一
例
)
、

「
欝
蝉
」

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
試
案
に
よ
っ
て
一
首
の
文
脈
的
理
解
は
成
り
立

(
一
例
)
、

(
一
例
)
と
い
う
具
合
に
表
記
は
一
定
し
な
い
。
ま
た
語

っ
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
空
蝉
与
人
」

の
本
文
に
対
し
て
、
最
も
妥
当
な

形
の
異
な
る
ウ
ツ
ソ
ミ
と
し
て
「
宇
都
曽
見
」

(
一
例
)
、

「
宇
都
曽
百
」
〆『、

四

訓
と
考
え
ら
れ
る
ウ
ツ
セ
ミ
ト
ヒ
ト
ト
と
す
る
試
案
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
よ
う

例
)
の
表
記
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
ウ
ツ
セ
(
ソ
)
ミ
の
語
源
を
端
的

「
現
」
の
文
字
は
ウ

に
思
う
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
訓
み
こ
そ
、

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
だ
っ

に
示
す
「
現
」
の
文
字
が
な
ぜ
見
え
な
い
か
と
い
う
に
、

ツ
で
は
な
く
ウ
ツ
シ
と
訓
ま
れ
る
た
め
、

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ウ
ツ
シ
オ
ミ
か
ら
転
じ
た
ウ
ツ
セ

し
さ
と
関
係
付
け
る
の
は
無
理
で
「
:
:
:
虚
蝉

を
争
ふ
ら
し
き
」

注〈
1
U

橋
本
四
郎
氏
「
『
こ
と
ば
』
と
『
字
音
仮
名
』
上
代
語
の
清
濁

を
中
心
に
|
|
」
(
『
寓
葉
』
第
三
十
号
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
)
。

(

2

)

橋
本
四
郎
氏
「
訓
仮
名
を
め
ぐ
っ
て
」
角
高
葉
』
第
三
十
三
号
、
昭

和
三
十
四
年
十
月
)
、
井
手
至
博
士
「
上
代
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
」

(
『
人
文
研
究
』
第
二
十
四
巻
第
七
分
冊
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
)
、
稲

ミ
・
ウ
ツ
ソ
ミ
を
「
現
」

の
文
字
を
使
っ
て
示
す
こ
と
が

か
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
「
空
蝉
」

か
れ
る
の
は
元
来
借
訓
表
記
で
あ
り
、

「
空
」
、
「
虚
」

の
文
字
が

か
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

は
か
な
さ
や
む
な

二
ニ
)
な
ど
、
無
常
観
と
結
び
付
か
な
い
歌
は
多
い
。

た
だ
そ
の
一
方
で
、



ニ

民

(

昭

和

五

十

一

年

十

一

月

)

。

(

3

)

本
四
郎
氏
、
井
手
至
博
士
、
注
ハ
2

)
別
掲
論
v
〈
。
稲
岡
耕
二
氏
、

注
(
2
〉
前
掲
書

(

4

)

井
手
至
博
士
「
寓
葉
集
変
体
漢
文
表
記
鵠
巻
に
お
け
る
仮
名
書
き
語

棄
の
表
記
法
に
つ
い
て
」
(
『
国
語
国
文
』
第
三
十
八
巻
第
十
号
、
昭

和
四
十
四
年
十
月
)
。

(
5
〉
橋
本
四
郎
氏
、
注
(

2

)

前
掲
論
文
。

(
6
〉
稲
岡
耕
ニ
氏
(
「
高
葉
集
の
音
仮
名
表
記
普
通
名
調
に
就
い
て
|
|

巻
七
以
降
の
場
合
|
|
」
(
東
京
大
学
『
人
文
科
学
科
紀
要
』
第
四
十

六
輯
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
)
。

(
7
〉
第
島
裕
博
士
「
古
代
の
文
字
」
(
『
音
韻
史
・
文
字
史
』
《
講
座
国
語

史
第
二
巻
》
所
収
、
昭
和
四
十
七
年
九
月
)

(
8
〉
大
野
透
氏
『
続
寓
葉
仮
名
の
研
究
』
〈
昭
和
五
十
二
年
三
月
)
。

(
9
〉
吉
沢
義
則
博
士
「
寓
葉
集
に
於
け
る
文
字
の
文
学
的
用
法
に
就
て
」

(
『
国
語
・
国
文
』
第
三
巻
第
一
号
、
昭
和
八
年
一
月
〉
、
武
智
雅
一
氏

「
寓
葉
集
に
見
え
る
聯
想
的
用
字
」
〈
『
文
学
』
第
一
巻
第
八
号
、
昭
和

八
年
十
一
月
)
、
高
木
市
之
助
博
士
『
吉
野
の
鮎
』
〈
昭
和
十
六
年
九

月
)
、
井
手
至
博
士
「
掛
け
詞
の
源
流
」
(
『
人
文
研
究
』
第
二
十
一
巻

第
六
分
冊
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
)
佐
佐
木
隆
民
「
『
寓
葉
集
』
う
た

の
文
字
化
」
(
『
文
学
』
第
四
十
四
巻
第
五
号
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
)
、

川
端
善
明
氏
「
寓
葉
仮
名
の
成
立
と
展
相
」
(
『
文
字
』
所
収
、
昭
和

五
十
年
七
月
〉
、
毛
利
正
守
氏
「
文
字
に
よ
る
文
学
」
(
『
日
本
文
学
新

史
古
代
I
』
所
収
、
昭
和
六
十
年
十
月
〉
な
ど
。

(
叩
〉
大
野
透
氏
圃
の
研
究
』
(
昭
和
五
十
二
年
三
月
)
。

ハ
U
)

古
典
大
系
三
三

O
二
番
歌
補
注
に
、
「
度
」
に
つ
い
て
、
ド
は

呉
音
ぉ
ト
甲
類
は
漢
音
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
「
安
米
比
度
」

(
凶
・
四

O
八
一
一
)
は
平
安
時
代
の
補
綴
部
斗
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。

(
ロ
〉
井
手
至
博
士
、
注
(

4

)

前
掲
論
文
。

(
日
〉
佐
竹
昭
広
氏
「
高
葉
集
短
歌
字
余
考
」
(
『
文
学
』
第
十
四
巻
第
五

号
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
)
。

(

M

)

毛
利
正
守
氏
「
『
サ
ネ
・
カ
ツ
テ
』
再
考
」
(
『
寓
葉
』
第
百
二
号
、

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
〉
。

(
日
〉
蜂
矢
宜
朗
先
生
「
高
葉
集
読
添
訓
索
引
ハ
続
)
l
l助
詞
の
部
|
|
」

(
『
高
葉
』
第
十
八
号
、
昭
和
三
十
二
年
一
月
)
。
な
お
同
索
引
は
『
新

校
万
葉
集
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
「
轡
之
奴
ハ
」
(
日
・
二
五
七

四
)
は
、
「
轡
云
奴
」
と
す
る
説
に
従
っ
た
。

(

日

目

)

川

W
は
「
興
」
と
「
与
」
と
字
体
が
違
う
。
こ
れ
は
調
み
の
違
い
を
反

映
し
た
表
記
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
次
点
本
の
劃
・
劃
は
い

ず
れ
も
「
興
」
の
字
体
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
字
体
と
訓
み
の
に

つ
い
て
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

(
口
)
蜂
矢
宜
朗
先
生
「
寓
葉
集
読
官
訓
の
研
究
会
一
)
」

刊
』
第
二
十
二
輯
、
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
)
。

(
国
〉
毛
利
正
守
氏
、
注
(

M

)

(
『
天
理
大
学
学

(
付
記
)
本
稿
で
は
、
新
訓
と
古
典
は
新
訂
版
に
拠
っ
た
。

旧
版
で
は
「
う
っ
せ
み
世
人
は
」
と
す
る
が
、
「
与
人
」
を
「
世

人
」
と
す
る
点
、
ま
た
ハ
の
読
み
添
え
の
点
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
。

司
空
蝉
与
人
」
の

め
ぐ
っ
て

六
五



告

六
六

!告!

た。
。

堀

神
話
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て

羽
衣
学
園
短
期
大
学
中
川
ゆ
か
り

愛
知
大
学
井
野
口
孝

筑
波
大
学
大
学
院
鈴
木
武
晴

坂
上
郎
女

大
阪
成
践
女
子
短
期
大
学
大
積
員
幸

の

成

立

に

つ

い

て

放

送

大

学

塩

谷

呑

織

上
代
に
お
る
言
語
の
呪
性
に
つ
い
て
京
都
大
学
内
田
賢
徳

張
感
の
源
る
雰
囲
気
の
中
、
終
日
、
熱
っ
ぽ
い
発
表
と
質
疑
応
答
が
続
い

た
。
前
日
の
講
演
会
場
と
同
じ
場
に
、
や
は
り
同
て
ず
欲
が
満
ち
満
ち
た
。
仁

徳
陵
の
傍
近
く
に
あ
っ
て
参
加
し
く
抱
く
、
一
歩
で
も
古
代
へ
、
と
い

う

青

山

欲

で

あ

る

。

恒

例

の

小

表

の

に

か

え

を
以
て
閉
会
し
た
。

第
三
日

の

後

、

同

で

カ

も

た

れ

た

。

司

会

は

坂

本

信

幸
氏
。
北
か
ら
南
か
か
し
い
が
、
東
か
ら
西
か
ら
懐
か
し
い
声
が
相
寄

っ
て
の
、
和
や
か
な
会
だ
っ
た
。
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
ゆ
た
か
な
酒
の
苦

も
な
き
消
費
と
、
真
直
ぐ
で
大
き
い
談
笑
の
声
は
、
わ
が
学
会
の
宴
、
特
有
の

も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
日
。
研
究
発
表
会
(
午
前
十
時
J
午
後
四
時
三
十
分
〉

「
お
ち
た
ぎ
っ
」
考

に
お
け

。第
一
日
十
一

(
十
月
十
八
日
l
十
月
二
十
日
〉

。

(
午
後
二
時
j
五
時
〉

大
阪
女
子
大
学
片
桐
洋
一
氏

人

格

筑

波

大

学

伊

藤

博

氏

ほ
ぽ
四
百
名
に
及
を
迎
え
て
開
会
さ
れ
、
第
一
会
場
は
満
員
。
第

二
会
場
の
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ピ
が
威
力
を
発
揮
し
た
。
土
田
氏
の
挨
拶
に
続
い
て
、

詰
演
は
片
桐
、
伊
藤
両
氏
。
中
世
に
お
け
る
和
歌
世
界
か
ら
、
寓
葉
集
を
見
る

と
い
か
な
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
の
逆
は
、
文
。
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
て

の
、
特
異
な
寓
葉
の
論
が
片
桐
氏
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
遺
新
羅

大
使
阿
倍
継
麻
呂
の
歌
と
そ
の
人
柄
が
、
伊
藤
氏
に
よ
っ
て
切
々
と
余
す
と
こ

ろ
な
く
語
ら
れ
た
。

今
回
の
全
国
大
会
が
大
阪
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
感
慨
深

い
も
の
が
あ
っ
た
。
大
阪
女
子
大
学
教
授
で
あ
っ
た
故
橋
本
四
郎
氏
の
生
前
の

希
望
が
託
さ
れ
た
大
会
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
土
田
、
片
桐
両
氏
の
話
の
中
に
は

良
き
同
僚
と
し
て
の
橋
本
氏
へ
の
追
懐
が
あ
り
、
伊
藤
氏
の
そ
れ
に
は
か
け
が

え
の
な
い
良
き
友
人
と
し
て
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
豆
ば
に
し
で

悲
運
に
倒
れ
た
」
と
い
う
、
伊
藤
氏
の
に
対
す
る
言
が
、
に
痛
か
っ

挨
拶
演

大
阪
女
子
大
学

土
田
衛
氏

そ
の
周
辺

の

高
葉
代
匠
記
と
F

家
持
と
畳
持
の
贈
報

巻
十
九
、
四
一
六



。

• 

の

め

ぐ

っ

て

|
松
岳
山
古
墳
(
船
首
王
後
墓
誌
出

井
田
古

回
大
社

予

告

天
王
寺
駅
前
(
午
前
九
時
出
発
〉

土
地
〉
|
|

E

磐
瀬
の

龍
田
神
社

目
の
墓

法
起
寺

竹
林
寺

昭

和

六

十

二

会

昭
和
六
十
二
年
度
全
国
大
会
を
、
宮
城
学
院
大
学
と
の
共
催
に
主
り
、
左
記

の
日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

昭
和
六
十
二
年
十
月
三
日
(
土
)
J十
月
五
日
(
月
〉

第
一
日
十
月
三
日
公
開
講
油
会
・
懇
親
会

第
二
日
十
月
四
日
研
究
発
表
会

第
三
日
十
月
五
日
研
修
旅
行

研
究
発
表
者
募
集

昭
和
六
十
二
年
度
高
葉
学
会
全
国
大
会
で
の
研
究
発
表
者
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

時
間
三
十
分
(
発
表
時
間
二
十
五
分
、
質
疑
応
答
五
分
)

一
締
切
六
月
三
十
日

発
表
ご
希
望
の
方
は
、
題
目
・
氏
名
・
所
属
を
明
記
の
う
え
、
要
旨

(
八
手
以
内
)
を
添
え
て
、
学
会
本
部
宛
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

団
長川

• 
パ

ス

二

台

に

分

乗

し

て

出

発

。

の

案

内

で

あ

る

。

橋
本
四
郎
氏
が
生
前
断
片
的
に
口
に
さ
れ
て
い
た
を
両
氏
が
復
元
し
た
旅

程
で
あ
る
。
午
前
十
時
、
安
堂
着
。
大
和
川
、
石
川
の
合
流
地
点
を
眺
め
な
が

ら
、
柏
原
市
歴
史
資
料
館
館
長
竹
下
賢
氏
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。
後
、
松
岳
山

古
墳
か
ら
高
井
田
古
墳
ま
で
、
市
内
の
遺
跡
見
学
も
同
氏
の
ご
好
意
に
与
か
っ

た。
美
努
岡
万
自
の
墓
。
暮
色
濃
く
な
る
。
パ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
始
め
る
。

案
内
の
芳
賀
氏
の
顔
が
い
つ
か
の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
五
年
前
の
京
都
女
子
大

学
主
催
の
高
葉
旅
行
最
終
、
橋
寺
の
断
碑
拝
観
は
懐
中
電
灯
が
用
い
ら
れ
た
。

「
あ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
」
と
い
い
な
が
ら
、
な
ぜ
か
氏
の
手
に
は
い

つ
の
間
に
取
り
出
さ
れ
た
の
か
、
強
力
そ
う
な
懐
中
電
灯
が
し
っ
か
と
握
ら
れ

て
い
る
。

最
終
、
行
基
基
。
夜
の
閣
で
あ
る
。
元
気
な
学
生
が
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
と
び

ま
わ
る
中
、
会
員
九
十
名
は
粛
々
と
し
て
竹
林
寺
参
道
を
辿
る
。
行
き
会
っ
た

う
ら
若
き
男
女
が
、
だ
然
と
た
た
ず
ん
で
一
行
を
見
送
っ
て
い
た
。
高
葉
学
会

の
旅
、
に
相
応
し
い
光
景
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
、
そ
う
思
わ
れ
た
の
で

あ
る
。

、

告

予

告

六・者



会 名 補訂

氏 名 T 住 所 電話 号

入会E

泉 紀子 588 堺市陶器北1222 15 0722 37 4740 

榛原 聴 630 奈良市法蓮西町ノレネ新大d岳'411 0742 35 1107 

入江英弥 150 東点都渋谷区神泉町3 9 03 461 2522 

内 田久夫 780 高知市幸町19 4 

斎藤 平 519-06一重県度会郡一見松下1953 05964 3 2922 

174 東点都板橋区前野町5 5 1 

高橋あゆ美 594 和泉市池田下町2860 4 0725 55 3422 

千歳竜彦 569 高槻市桜ケ丘南町26 5春

鉄野昌 日ム 203 東京都東久留米市下里3 17 18 0424 73 7152 

西野禎 631 奈良市帝塚山1 7 2 0742 35 1107 

橋本淑子 573 松方市香里ヶ丘8 13 2 

花輪茂道 338 浦和市上木崎6 5 6 

東野直子 567 茨木市新郡山2 1 908 0726 43 9317 

東本和代 631-11大和郡山市新町236 07435 4 1233 
-'i"・d-E、n ..LE.  ，、、，'J 11>ト，て，色F 

816 福岡市南区日佐3 42 1 

宮地正司 606 京都市左京区下鴨西本町31 細野ハウスB 075一791 4197 

村田右富美 047 小樽市東雲町9 17 

山崎美紀 590-04大阪府泉南郡熊取町泉陽ヶ丘819 20 07245 2 3081 

古住いづみ 154 東京都世田谷区駒沢4 18 22 203 03 487 8015 

住所変更〈表示，改姓を含む〉

石井 治 733 広島市己斐本町3 12 33 西広島ガーデニア803

岩田香奈恵 593 堺市草部1800 津大野南団地2 908 

梅林 史 277 柏市豊四季409 113 パデイハイツ坂田106

北島 徹 655 神戸市垂水区舞子台5 4 25 078 783 6005 

小見山 輝 714 笠岡市十一番町12 4 

塩谷香織 125 東京都江東区東陽3 16 7 401 武市方

会

名
~・.

補
訂

r ' 

/、清 水克彦 615 京都市西京区山田平尾町46
ライフ・イン京都822 075 393 2613 八

新谷正雄 162 東京都新宿区余丁町4 3 

関本みや子 330

千葉浩美 305

大宮市宮町2 111 木村マン、ンョン302 0486 43 5576 

茨城県新治郡桜村天久保2ー22 1 妻木コーポ105

塚本澄子 330 大宮市指扇領別町109 93 
0486 22 3689 ライオンズマンション 2 704 



内藤 明 249 逗子市逗子412 ミニヨンハイツ 3B

中川ゆかり 593 堺市鳳南町5 648ー 7

納屋

責林
名
簿

書古屋

堀川

山口

181 

814 

2 . 12 16 

14 

530 広島市中区東千田町1 1 89 

之 418 富士宮市万野原新田字中の原お12 8 

516 伊勢市中村町桜ケ丘29 2 神宮みやま寮

旬 194 町田市森野1 10 14本郷ピル205

0722ー722708 

和田明 美 464 名古屋市千種区城山新町2 44 域山コーポラス

/、

九





編

女

一
、
本
会
は
随
時
、
に
関
す
る

曲
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習

問
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
.

て
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
曲
目

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

便
番
号
五
六
五
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。

『

H
』

S
E
E
-
ロ

。
ぉ

。

O
報
告
に
あ
る
通
り
、
六
十
一
年
度
全
国
大
会
は
共

催
大
学
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
よ
っ
て
無

事
、
そ
し
て
多
大
の
実
り
を
収
め
て
終
了
し
た
。

大
阪
女
子
大
学
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
。

O
本
号
の
発
刊
、
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
た
。
ま
ず

も
っ
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
今
回
の
掲
載
が
実

現
し
た
藤
原
茂
樹
氏
の
論
が
、
数
度
の
加
筆
訂
正

を
経
て
い
る
。
氏
の
論
が
口
頭
発
表
さ
れ
た
の

は
、
六
十
年
度
全
国
大
会
で
あ
っ
た
。
す
で
に
し

て
、
一
年
を
附
し
て
い
る
。
大
方
の
事
情
を
ご
推

察
願
い
た
い
。

O
次
号
を
急
ぎ
た
い
。
会
員
諸
氏
の
意
欲
あ
る
投
稿

を
期
待
す
る
。

O
今
年
の
全
国
大
会
は
、
独
眼
竜
政
宗
ゆ
か
り
の
奥

州
の
予
定
。
宮
城
学
院
大
学
に
お
世
話
に
な
る
。

大
学
関
係
の
皆
様
に
は
早
々
と
準
備
の
動
き
が
あ

る
。
学
会
一
年
の
節
目
に
向
け
て
、
研
究
発
表
な

ど
の
心
づ
も
り
を
お
願
い
し
た
い
。

O
去
年
今
年
を
貫
く
の
は
、
古
代
へ
の
憧
れ
と
学
び

の
熱
を
お
い
て
他
に
な
い
、
と
大
会
の
終
わ
る
た

び
に
思
う
。
共
に
思
い
を
秋
へ
と
は
せ
た
い
。

(
波
辺
議
)

-
投
稿
、
・
の
御
寄
贈
は
学
会
本
部
あ
て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
て
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

て
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
乙
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
故
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
山
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高

葉

串

曾

会

則

一
、
本
会
は
詩
集
鼎
曾
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
ζ

と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
高

葉
」
を
発
行
す
る
。

(
誌
代
を
含

昭
和
六
十
二
年
二
月
十
二
日
印
刷

昭
和
六
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年
二
月
十
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日
発
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間

大

阪
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昭
和
六
十
二
年
一
一
月
十
六
日
発
行

葉

七
百
五
十
円

送

料

三

十

円


